保健体育科学習指導案
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
令和●年●月●日(●)第●時限　活動場所
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第●学年●●組　●●名（男子●●名　女子●●名）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　埼玉県立●●高等学校　教諭　●●　●●　

１　単元名　　　「領域名」（●●型：種目名）


２　運動の特性
1 　一般的特性
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●運動である。

2 　生徒から見た特性
　　　
	●●（種目）の楽しさや喜びを感じる要因 
	●●を遠ざける要因

	・●●●●●●●●●●●●●●●●とき。 
・●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●とき。
・●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●とき。
	・●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●とき。
・●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●とき。



３　生徒の実態
1 　知識及び技能
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●　●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●。

2 　思考力，判断力，表現力等
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●　●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●。

3 　学びに向かう力，人間性等
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●　●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●。

４　教師の指導観
1 　知識及び技能
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●。

2 　思考力，判断力，表現力等
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●。

3 　学びに向かう力，人間性等
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●。

５　単元の計画
1 　領域の取り上げ方
	年次/運動
	種目

	1年次
	

	2年次
	

	3年次
	



2 　領域の内容（運動種目）と目指す動き
	年次/種目
	種目

	１年次
	

	２年次
	

	３年次
	



3 　指導と評価の計画（●●時間扱い　本時は○）
	単元の目標
	知識及び技能
	

	
	思考力，
判断力，
表現力等
	　単元の目標について　
　平成30年告示の学習指導要領に示されている内容を、育成を目指す資質・能力の三つの柱ごとに書き出します。
　指導内容の文末を「～することができるようにする。」とします。
　本単元で指導・評価しない内容については、（　　）を付けます。


	
	学びに向かう力，
人間性等
	

	
	時
	１
	２
	３
	４
	５
	６
	７
	８
	９
	１０
	１１
	１２
	授業づくりのポイント

	学習の流れ
	0



10



20



30



40



50
	授業づくりのポイント
　本単元で指導するねらいや教師の指導観等を簡潔に記入します。
　その際，「三つの資質・能力の内容をバランスよく指導する。」ということを必ず書くようにします。
　また，特に重視して指導する観点やその学習を何のために行うか等を記入することが考えられます。
評価機会について
　指導内容をいつ（記録に残す）評価をするかを位置付けます。
　設定の際、１時間に評価する観点及び評価数は、基本的に１つと考えます。２つ設定する場合は、授業中に１つ、授業後に学習カード等から１つ見取る工夫が考えられます。　
　また、「知識」及び「思考・判断・表現」は、基本的に指導した時間に言ったり書いたりしていること等を用いて評価します。「技能」及び「主体的に学習に取り組む態度」は、指導してすぐに身に付くものではないことを考慮して、育成する期間を設けることから、指導と評価の時間をずらすことが考えられます。その際、該当の指導内容をいつ評価する（見取る）かがわかるように、指導と評価の関連性を矢印で示しますとわかりやすくなります。
　最終の時間においては、必要な観点や個々の生徒について最終確認を行う工夫として、「総括的な評価」を配置することも考えられます。総括的な評価は、最後に３観点をまとめて評価するということではなく、該当単元にて指導と評価を積み重ねた上で、必要な観点や個々の生徒について最終確認を行うことを意味しています。
学習の流れについて
　扱う単元における生徒の様相のゴールイメージに近づくよう，学習内容や活動を端的な表現で系統立てて組み立てます。
　その際，赤色の点線矢印のように、単元の評価規準となる内容については，観点・評価規準番号・キーワードを□で表記し，いつ指導するかがわかるようにします。

	



・3つの資質、能力の内容をバランスよく指導する

・ICTを活用し、課題発見、解決の機会を設ける。

・主体的に授業に取り組めるようにする。

・コミュニケーションの機会を多く設ける。

	評価機会
	
	１
	２
	３
	４
	５
	６
	７
	８
	９
	１０
	１１
	１２
	評価方法

	
	知
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	技
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	思
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	態
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	単元の評価規準
	知
	単元の評価規準について
　平成30年告示の学習指導要領解説に示されている三つの資質・能力ごとの例示の文末を変換します。その中から、扱う単元において指導・評価する評価規準を選択等して作成します。


	
	技
	

	
	思
	

	
	態
	



６　本時の学習と指導（●●／●●時）ねらいは５⑶指導と評価の計画内の、単元の評価規準と正対させる。

1 　ねらい
　　　　　●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●できるようにする。
【知識・技能】
2 　準備　
　

⑶　展開
	段階
	学習内容・活動
	指導上の留意点（○指導　◆評価）

	導入　●　分
	
	

	展開　●●　分
	
	
５⑶指導と評価の計画内の、単元の評価規準で示したものを、そのまま記す。

◆　●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【　知識・技能　】




「努力を要すると判断される状況(C)」の生徒への指導の手立て
▲
「十分満足できると判断される状況(A)」の生徒の具体的な姿
◎









	整理　●　分
	
	




７　資料等
【観点別学習状況評価をする際、活用する学習カード】




学習指導要領の改訂に伴い、学習評価を見取る工夫として、学習カード等の工夫・改善がより一層大切となりました。
扱う内容で活用する学習カード等を提出してください。様式は問いませんが、できるだけＡ４、１枚に添付をお願いします。

